
 

 

自然保育推進事業 活動報告書 

 

1、 団体名    

社会福祉法人みどり会 みどりの森みらい保育園  広島市西区福島町 2-24-48 

 

2、 今年度の活動概要 

5歳児は自然保育活動のまとめとして、毎年 3月に宮島の弥山登山を行っています。 

普段の活動では、西区己斐の旭山神社から高須台へ抜けるコースを歩いたり、保育園

から竜王公園までの太田川の遊歩道 4kmを歩いたり、東区東照宮から仏舎利塔への山

道を歩いたりと、長い道のりを「歩く」ことを重視した活動を取り入れています。 

「歩く」ことを重視した保育では、足腰を強くし体力がついてきます。また、虫，植

物など自然の中で生きているものに出会い、さまざまな出会いや発見があります。そ

して、広い空間の中でリラックスし、心と体を開放することができます。たくさん歩

くことでお腹も空き、食欲も増します。このような、子どもにとって五感を働かせる

ことで得る刺激は、脳の発達には欠かせないことです。みどりの森みらい保育園では

この「歩く」という活動を保育の柱として大切にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

3、 5歳児 弥山登山 

平成 30年 3月 26日に 5歳児 21名と引率保育者 3名で標高 535ｍの弥山山頂を目指

し、登山にチャレンジしました。世界遺産日本三景「宮島」の大自然の中で、様々な体

験・経験をしながら自分の足で 2時間半かけて、山道を登りきりました。 

登山途中、しんどいときは休憩しながら励まし合い、山の湧水を見つけると「冷たー

い」と顔を洗い、「まむしに注意」の看板を見つけると「この穴はへびの家じゃ」とへ

び探しが始まることもあったり、下山される登山者（外国の方が多い）と「ハロー」と

コミュニケーションを取りながら、山頂を目指しました。 

山頂に到着し登り切ったときの子どもたちの表情はとても晴れやかで、山頂から見る

景色に「おーい」と叫ぶ子どももいました。しんどいことを諦めず、最後まで登り切っ

た達成感を 5歳児 21名は感じてくれたことと思います。 

大きくなったときに、人間はいろいろと人生の壁にぶつかったりする日があると思い

ます。そんなときに、このような幼少期に得た豊かな体験・経験こそが「生きる力」に

なって、人生の壁を乗り越えて欲しいと願っています。 

 

 

 

弥山山頂にて 


